
 

 

註
の
記
述
に
つ
い
て
は
正
確
、
丁
寧
、
簡
潔
を
旨
と
し
、
一
般
的
な
学
術
的
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
。
あ

わ
せ
て
一
原
稿
に
お
い
て
一
貫
性
、
整
合
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
本
誌
の
原
則
と
す
る
。 

 

執
筆
に
あ
た
っ
て 

 

註
に
つ
い
て 

      

軍
事
史
学
会
の
会
員
は
学
会
機
関
誌
『
軍
事
史
学
』
へ
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
稿
原
稿
は
未
公

刊
の
も
の
に
限
る
。 

 

『
軍
事
史
学
』
投
稿
規
定 

三 

本
文
に
初
出
す
る
人
名
は
原
則
と
し
て
「
フ
ル
ネ
ー
ム
」
と
し
、
漢
字
圏
以
外
の
人
名
に
は
カ
タ
カ

ナ
の
あ
と
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
表
記
す
る
こ
と
。
著
名
な
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
な
い
。 

五 

地
図
や
図
表
類
を
付
す
場
合
に
は
一
点
六
〇
〇
字
相
当
と
計
算
し
、
原
稿
の
制
限
分
量
の
中
に
含
め

る
。
必
要
最
小
限
に
す
る
こ
と
。 

八 

本
誌
で
使
用
す
る
大
見
出
し
に
付
す
番
号
は
、
漢
数
字
の
一
、
二
、
・
・
・
で
あ
る
。
通
例
、
論
文

の
冒
頭
に
「
は
じ
め
に
」
、
末
尾
に
「
結
論
」
な
い
し
「
お
わ
り
に
」
と
い
っ
た
大
見
出
し
が
入
る

が
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
執
筆
者
の
裁
量
で
あ
る
。
ま
た
中
見
出
し
が
必
要
な
際
は
、
（
一
）
、
（
二
）

・
・
・
と
す
る
。
「
章
」
、
「
節
」
、
「
項
」
は
使
用
し
な
い
。
既
刊
の
各
号
を
参
照
す
る
こ
と
。 

六 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
よ
る
執
筆
の
場
合
、
原
稿
を
横
書
き
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
提
出
す
る
こ

と
は
差
し
支
え
な
い
が
、
『
軍
事
史
学
』
は
縦
組
み
で
あ
る
の
で
、
原
稿
中
の
年
号
、
日
付
、
数
字
等

の
数
詞
表
記
は
縦
組
み
を
前
提
と
し
て
執
筆
す
る
こ
と
。 

四 

一
般
に
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
ま
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
必
要
な
外
国
人
名
、
地
名
等
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
原
稿
に
お
い
て
表
記
を
一
貫
さ
せ
る
こ
と
。 

二 

論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
原
稿
の
分
量
は
註
も
含
め
て
二
万
字
以
内
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五

〇
枚
相
当
）
と
す
る
。 

一 

『
軍
事
史
学
』
の
使
用
言
語
は
日
本
語
で
あ
る
。 

七 

手
書
き
に
よ
る
執
筆
の
場
合
は
、
縦
書
き
原
稿
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。 
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《
凡
例
》 

三 

既
出
文
献
を
、
他
の
文
献
を
引
用
し
た
註
を
は
さ
ん
で
再
度
引
用
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
著
者

名
の
後
に
、
副
題
を
略
し
た
書
名
・
論
文
名
を
記
す
。
「
前
掲
書
」
、
「
前
掲
論
文
」
は
用
い
な
い
。 

五 

翻
訳
の
場
合
は
、
訳
者
名
は
文
献
名
の
後
に
記
す
。 

六 

未
刊
行
史
料
は
カ
ギ
括
弧
で
示
し
、
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
当
該
史
料
を
所
蔵
す
る
文
書
館

等
が
、
論
文
へ
の
引
用
に
あ
た
っ
て
推
奨
し
て
い
る
方
式
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
準
拠
す
る
。 

四 

叢
書
の
場
合
は
、
原
典
の
表
記
に
準
拠
す
る
。 

二 

同
一
の
引
用
文
献
が
続
く
場
合
は
、
同
右
と
す
る
。 

一 
註
は
す
べ
て
、
本
文
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
形
式
を
と
る
。 

七 

部
内
印
刷
資
料
は
二
重
で
は
な
く
、
通
常
の
カ
ギ
括
弧
で
示
す
。 

（

11
） 

ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ガ
ン
『
戦
争
と
人
間
の
歴
史
』
井
上
堯
裕
訳
（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）

九
七
頁
。 

（

10
） 

河
原
地
「
朝
鮮
戦
争
と
ス
タ
ー
リ
ン
」
二
四
頁
。 

（
９
） 

戸
部
『
日
本
陸
軍
と
中
国
』
一
二
四
頁
。 

（
８
） 

麻
田
貞
雄
「
日
本
海
軍
と
対
米
政
策
お
よ
び
戦
略
」
（
細
谷
千
博
ほ
か
編
『
日
米
関
係
史 

２ 

陸
海
軍
と
経
済
官
僚
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
一
一
七
頁
。 

（
７
） 

伊
藤
正
徳
・
富
岡
定
俊
・
稲
田
正
純
監
修
『
実
録
太
平
洋
戦
争 

第
七
巻 

開
戦
前
夜
と
敗

戦
秘
話
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
〇
年
）
一
〇
五
頁
。 

（
６
） 

原
田
熊
雄
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
）
一
八
五
頁
。 

（
５
） 

角
田
順
解
説
『
現
代
史
資
料

10 

日
中
戦
争
３
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
三
年
）
三
〇

頁
。 

（
４
） 

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書

72 

中
国
方
面
海
軍
作
戦
１
』
（
朝
雲
新
聞
社
、

一
九
七
四
年
）
二
〇
頁
。 

（
３
） 

河
原
地
英
武
「
朝
鮮
戦
争
と
ス
タ
ー
リ
ン
―
ソ
連
公
開
文
書
の
検
討
―
」
（
『
軍
事
史
学
』

第
三
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
二
一
―
三
四
頁
。 

（
２
） 

同
右
、
一
二
三
頁
。 

（
１
） 

戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国
―
「
支
那
通
」
に
み
る
夢
と
蹉
跌
―
』
（
講
談
社
、
一
九
九

九
年
）
一
〇
二
頁
（
「
ペ
ー
ジ
」
な
い
し
「
ペ
イ
ジ
」
の
表
記
で
も
よ
い
）
。 
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外
国
語
文
献
の
註
に
つ
い
て 

     
 

K
ate L. Turabian, A M

anual for W
riters, 6th edition (U

niversity of C
hicago Press, 1996). 

な

お
本
誌
で
は
、author-date 

シ
ス
テ
ム
は
使
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

《
凡
例
》 

三 

既
出
文
献
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
、
著
者
名
の
後
に
適
当
な
長
さ
に
略
し
た
書
名
・
論
文
名
を
記

す
。 

五 

ひ
と
つ
の
註
の
中
で
、
複
数
の
外
国
語
文
献
を
掲
げ
る
場
合
に
は
、
セ
ミ
コ
ロ
ン
（;

）
で
区
切
る
。

ま
た
複
数
の
外
国
語
文
献
と
日
本
語
文
献
を
同
一
の
註
の
中
で
掲
げ
る
場
合
に
は
、
日
本
語
文
献
と

外
国
語
文
献
と
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
記
す
。 

六 

ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
朝
鮮
語
等
の
言
語
で
書
か
れ
た
文
献
の
註
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
は
、

『
軍
事
史
学
』
第
三
十
六
巻
第
三
・
四
合
併
号
の
安
藤
公
一
会
員
、
お
よ
び
第
三
十
六
巻
第
一
号
の

鐸
木
昌
之
会
員
、
河
原
地
英
武
会
員
の
論
文
を
参
照
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
疑
問
の
あ
る
場
合
に
は
編

集
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

四 

同
一
文
献
を
頻
繁
に
使
用
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
文
献
名
が
長
い
場
合
に
は
略
称
を
使
用
し
て
よ
い
。 

二 

同
一
文
献
の
引
用
が
続
く
場
合
はIbid.

（
同
書
）
を
使
用
す
る
が
、
そ
の
他
の
ラ
テ
ン
語
の
略
語
で

あ
るop. cit.

（
「
前
掲
引
用
書
中
」
の
意
）
等
は
使
用
し
な
い
。 

一 

註
に
お
け
る
書
誌
情
報
の
記
載
順
は
凡
例
の
通
り
と
す
る
。
書
名
・
雑
誌
名
・
新
聞
名
は
イ
タ
リ
ッ

ク
と
す
る
（
も
し
く
は
当
該
部
分
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
）
。
論
文
名
は
ダ
ブ
ル
ク
ォ
ー
テ
イ

シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
で
括
る
。 

七 

準
拠
す
べ
き
欧
文
文
献
の
引
用
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
を
参
看
さ
れ
た
い
。 

（

13
） 

建
川
大
使
発
松
岡
外
務
大
臣
宛
、
第
五
九
六
号
（
「
第
二
次
欧
州
大
戦
関
係
一
件
・
独
蘇

開
戦
関
係
」
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）
。 

（

12
） 

石
井
秋
穂
「
海
軍
戦
争
検
討
会
議
記
録
に
対
す
る
所
見
」
（
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
、

一
九
七
七
年
四
月
）
六
頁
。 

 

（

14
）M

ichael H
ow

ard, Lessons of H
istory (O

xford: C
larendon Press,1991), pp. 23-34. 
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投
稿
に
際
し
て 

 

三 

原
稿
中
の
数
詞
表
記
、
見
出
し
番
号
お
よ
び
註
の
体
裁
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
刊
行
物
と
し
て

の
整
序
の
た
め
、
編
集
委
員
会
が
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

五 

論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
に
は
必
ず
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。 

八 

提
出
す
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
の
内
容
に
関
す
る
注
意 

六 

原
稿
は
三
部
（
コ
ピ
ー
可
）
提
出
す
る
。
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
原
稿
は
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
と
す
る
こ
と
。
（
打
ち
出
し
の
一
例
。
Ａ
４
判
用
紙
を
用
い
る
。
行
間
を
最
低
一
行
分
は
と
る
。

フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
の
設
定
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
な
い
し
一
二
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。
）
文
字
以
外
の
要
素

（
図
お
よ
び
表
）
は
、
本
文
中
に
含
め
ず
別
紙
に
印
刷
し
、
本
文
原
稿
中
に
組
み
込
み
箇
所
を
明
示

す
る
こ
と
。 

四 

著
者
校
正
は
原
則
と
し
て
一
回
ま
で
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、
不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど

め
る
。
校
正
段
階
に
お
い
て
、
著
し
い
加
筆
や
訂
正
が
あ
っ
た
と
編
集
委
員
会
が
判
断
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
時
点
で
掲
載
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
る
。 

二 

投
稿
規
定
を
遵
守
し
て
い
な
い
原
稿
は
編
集
委
員
会
と
し
て
受
理
し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

一 

提
出
す
る
原
稿
は
完
成
原
稿
と
す
る
。 

七 

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
執
筆
し
た
場
合
に
は
、
打
ち
出
し
た
原
稿
と
と
も
に
、
そ
の
原
稿
の
フ
ァ
イ

ル
を
保
存
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
を
必
ず
同
時
に
提
出
す
る
こ
と
。 

（
一
） 

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
系
パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
を
作
成
し
た
場
合
。
同
一
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
①
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
原
稿
フ
ァ
イ
ル
に
加
え
て
、
②
テ
キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
も

（

19
）U

. S. D
epartm

ent of State, Foreign Relations of the U
nited States, 1950, V

olum
e V

II: 

（

18
）C

oox, “N
eedless Fear,” p. 415. 

（

17
）H

ow
ard, Lessons of H

istory, p. 25. 

（

16
）Ibid., p. 420. 

（

15
）A

lvin D
. C

oox, “N
eedless Fear: The C

om
prom

ise of U
. S. Plans to Invade Japan in 

 

編
集
業
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
の
た
め
、
提
出
す
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
に
つ
い
て
は
以

下
の
要
領
で
準
備
す
る
こ
と
。 

 cited as FRU
S). 

 K
orea (W

ashington, D
.C

.: U
. S. G

overnm
ent Printing O

ffice, 1976), pp. 295-97 (hereafter 

 1945,” Journal of M
ilitary H

istory 64 (A
pril 2000), pp. 411-38. 
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錦
正
社
内 

軍
事
史
学
会
編
集
委
員
会 

九 

投
稿
の
際
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
所
属
と
職
位
、
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

連
絡
先
を
明
記
し
た
別
紙
も
添
付
す
る
。 

一
四 

『
軍
事
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
軍
事
史
学
会
に
帰
属
す
る
。
著
者
が
論
文
等

を
他
に
転
載
す
る
場
合
に
は
、
学
会
に
申
し
出
て
許
可
を
得
る
も
の
と
す
る
。 

一
三 

論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
の
掲
載
は
、
一
巻
（
一
号
か
ら
四
号
ま
で
）
に
つ
き
一
人
二
本
ま
で
と
す
る
。 

一
二 

掲
載
さ
れ
た
論
文
と
研
究
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
「
抜
き
刷
り
」
を
三
〇
部
無
料
送
付

し
、
そ
れ
以
上
は
実
費
と
す
る
。 

一
一 

原
稿
送
付
先 

〒
一
六
二
―
〇
〇
四
一 

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
四
四
―
六 

一
〇 

論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
採
否
と
掲
載
号
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。
提
出
さ
れ
た
原
稿
と

フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
等
は
返
却
し
な
い
。 

（
五
） 

表
な
ど
を
エ
ク
セ
ル
等
の
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
場
合
は
、
印
刷
所
で
利
用
で
き
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
原
稿
フ
ァ
イ
ル
と
は
別
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
、
同
一
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
に
保

存
し
て
提
出
す
る
こ
と
。 

（
四
） 

②
の
テ
キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
註
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
。
ま
た
テ

キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
の
み
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
下
線
や
欧
文
活
字
の
イ
タ
リ
ッ
ク
は
テ
キ

ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
に
は
反
映
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
の
場
合
は
打
ち
出
し
た
原
稿
に
下
線
を
引
く

こ
と
。 

（
三
） 

固
有
名
詞
な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
に
規
定
さ
れ
て
い
る
以
外
の
漢
字
や
、
機
種
依
存
の
特

殊
文
字
や
記
号
に
つ
い
て
は
、
原
稿
に
は
別
の
記
号
（
た
と
え
ば
■
、
★
や
〓
な
ど
）
を
仮
に

入
力
し
て
お
き
、
後
で
、
打
ち
出
し
た
原
稿
に
赤
字
で
手
書
き
す
る
こ
と
。
中
国
簡
体
字
は
可

能
な
限
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
に
定
め
ら
れ
て
い
る
漢
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
。 

（
二
） 
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
や
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
の
場
合
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を

保
存
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
を
準
備
し
、
そ
の
ラ
ベ
ル
に
使
用
し
た
機
種
と
ソ
フ
ト
名

を
明
記
す
る
。
ま
た
別
途
Ｍ
Ｓ

｜
Ｄ
Ｏ
Ｓ
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
原
稿
を
テ
キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
保
存
し
た
も
の
を
用
意
す
る
。 

提
出
す
る
。
フ
ロ
ッ
ピ
ー
の
ラ
ベ
ル
に
使
用
ソ
フ
ト
名
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
記
す
。
①
に
つ
い
て

は
で
き
る
だ
け
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
版
の
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
」
な
い
し
「
一
太
郎
」
を

使
用
さ
れ
た
い
。 

（
平
成
十
七
年
三
月
） 
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